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欠測データ解析と因果推論 
 
 

観察研究において治療効果を評価する際、治療変数や交絡因子を含むベースライン共変量

に欠測が生じることは少なくない。共変量欠測が存在する場合に広く用いられている方法は

完全データ（complete case; CC）解析である。CC 解析は欠測割合が高い場合に推定精度が低

下してしまう一方、欠測が共変量に依存する場合には、多重代入法などの MAR（missing at 
random）仮定に基づく手法とは異なり、MNAR（missing not at random）下でも妥当な推定値

を与え得ることが知られている。しかしながら、CC 解析によりどのような因果効果が、いか

なる仮定の下で推定されているのかについては十分に整理されていない。例えば、膀胱癌術

後化学療法の効果を推定した研究では、傾向スコア重み付けにより ATT（average treatment 
effect in the treated）が推定されているが、これは一定の条件下では CC 集団における ATT と

解釈されるにとどまり、CC と非 CC 集団で効果が一様である等の強い仮定が成立しなけれ

ば、全体集団に対する ATT とは解釈できない。また近年では、効果修飾を評価するため条件

付き平均処置効果（conditional average treatment effect; CATE）を推定する研究も増加している。

本研究では、条件付き効果推定を目標とする場合に、(i) CC 集団における CATE および (ii) 非
CC 集団を含む全体集団における CATE がそれぞれ識別可能となる条件を整理し、因果グラフ

に基づく判定の仕方について述べる。さらに周辺効果についても同様に検討し、特に欠測が

共変量自体に依存する MNAR 状況下では全体集団の ATE 推定が困難であることを示した上

で、いくつかの付加的な仮定のもとでの ATE の bounds を提案する。 
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